
 
 

第 98回技術倫理協議会 議事録 

 

１. 日 時：2021年 9月 6日（月） 10：00～12：00 

 

２. 場 所：オンライン会議（Zoom） 

 

３. 出席者（役職順／所属順、敬称略） 

議長：松久  寛 

副議長：草柳 俊二、吉開 範章 

幹事：田中  克、伊藤 和也、木下 宏揚 

委員：石川 孝重(アドバイザー兼任)、掛谷 英紀、貴志 公博、中野 智仁、 

夏目賢一 

アドバイザー：池田 駿介、三木 哲也、札野  順 

担当理事：土井 美和子 

事務局：木暮 賢司 

 

４．議題  

① 前回議事録(案)について（審議）（技倫資料98-3-1，98-3-2） 

② 第17回公開シンポジウムについて（審議） 

③ 会員活動報告について（報告）（技倫資料98-4） 

④ 次回第99回以降協議会日程について（審議）（資料なし） 

・第99回：2021年●月●日（●） 

＊時間：●:00～●:00（予定） 

＊場所：Zoom（予定） 

⑤ その他   

公正研究推進協会掛谷委員から提案（技倫資料98-5） 

「Let Scientific Evidence Determine Origin of SARS-CoV-2, Urge Presidents 

of the National Academies」同等の声明発信について 

 

５．議事（★は、決定事項）  

★①前回議事録(案)について（審議）（技倫資料98-3-1，98-3-2） 

議事録(案)について確認を行い、承認された。 

◎会員専用詳細版：技倫資料 98-3-1 

◎一般公開用：技倫資料 98-3-2 

 



 
 

第 98回技術倫理協議会（2021年 9月 6日）会員学協会活動報告 

 学協会名 報告概要 

1 公正研究推進協会 

8 月 24 日（火）午後 5 時～7 時にオンラインで 2021 年度 APRIN 理工学

系分科会 が開催された。2023 年 3 月開催予定（於早稲田大学）の国際会

議 APRI の準備、2022 年 2 月 22 日開催（オンライン）予定の全国公正研

究推進会議の準備などについて議論が行われた。  

また、分科会の広報活動として、11 月 2 日開催の技術倫理セミナーの実

施詳細に ついて詰めの議論が行われた。さらに、理工学系分科会の教材

について、工学部長会議での広報と記者発表について進めることとなっ

た。  

掛谷委員から、新型コロナウイルスの起源に関する情報と、それに付随す

る研究倫理の問題について報告があった。 

2 電気学会 

・８／３０ 第６０回倫理委員会を開催した。主に、2022年 3月の全国大

会での倫理委員会主催のシンポジウムにつて議論した。 

・８／３１ ２０２１年度エンジニアリング倫理研修会を開催した。 

 先般、 電気学会が編集(森北出版)した「鋼鉄と電子の塔」の内容を題

材とした講師からの問題提起と参加者による議論を実施した。 

3 電子情報通信学会 電子情報通信学会・倫理綱領および行動規範の改訂作業中 

4 土木学会 
9月 3日 倫理・社会規範委員会と建設マネジメント委員会のケースメッ

ソドの連携を図るために意見交換会を実施 

5 日本化学会  

6 日本機械学会 前回から今回迄の期間の活動無し 

7 日本技術士会 

倫理委員会：8月 25日（水） 15:00～17:00 （Web会議） 

１．本年度第１回目の開催；今期新委員の自己紹介、副委員長／各小

委員会（綱領／啓発／情報）の選出を行った。 

２．今期の活動：前期からの申し送り事項として以下活動方針を確認 

① 技術士倫理綱領の改定に向けた検討 

② 倫理事例の収集、分析及び創作事例の作成と公開 

③ 倫理に関するシンポジウム／セミナーの企画及び開催 

④ 技術士全国大会（11/25～27）での技術者倫理情報連絡会の開催 

３．上記を受けて、9月より活動を本格化させる。 

8 日本原子力学会 

前回、8/3委員会開催なし（次回 2021/10/07） 

１．秋の大会（オンラインで 9/8-10、セッション開催日は 9/8）で

「よりよい組織文化を目指して」と題して、倫理規程改定と東京電

力の核物質防設備の不備に関して議論することを検討している。（前

回記載と同一） 

9 日本建築学会 前回から今回迄の期間の活動無し 

10 日本工学教育協会 

Good Work 技術者倫理教育のためのオンライン研修会開催，2021年 8

月 19日（木），26日（木）：総説 2件，解説 3件講演，グループワー

ク．18名参加． 

11 日本非破壊検査協会  

12 
日本マリンエンジニ

アリング学会 

 

（以上） 

 


